
熊
本
「一
灯
苑
」か
ら 

２
１
・老
福
連
の
皆
様
の
支
援
に
感
謝 

今
は
、
「毎
日
が
月
曜
日
の
気
持
ち
」で
す 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年１０月号  (NO.３７)              「２１・老福連」事務局 発行 

九州豪雨被災支援カンパは、 

９月末で締め切りました。 

 

寄せられたカンパ総額は 

３，２０９，５２８円でした 
＜支援内容＞ 

・川岳福祉会に 

支援物資 963,547円（送料含む） 

義援金 200万円  

・くろさき苑に お見舞金 5万円 

・災害支援特別会計に、195,981円を

積立てます。 

みなさん ありがとう！ 

▼「21・老福連」 電話 06-6107-1325 Fax 06-6170-355 

９
月
の
幹
事
会
で
確
認
さ
れ
た
活
動
計
画 

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
で
き
る
「
福
祉
施
設
・
介
護

事
業
所
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
（
要
望
）・
・
内
閣
総
理
大
臣
、
経
済

再
生
・
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
担
当
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
あ
て 

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
経
営
に
か
か
る
影
響
調
査
の
実
地

（
調
査
は
２
１
・
老
福
連
会
員
施
設
・
事
業
所
を
対
象
） 

※
①
、
②
は
、
関
係
団
体
と
共
同
し
て
厚
生
労
働
省
交
渉
を
予
定
し
て

い
ま
す
。 

③
２
０
２
１
年
度
制
度
改
定
に
か
か
わ
る
諸
問
題
へ
の
対
応 

 

・
補
足
給
付
の
研
修
会
を
１
１
月
３
０
日
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
開
催
す
る
。 

 

・
施
設
長
・
管
理
職
研
修
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
）
を
２
月
開
催
す
る
。 

④
第
２
０
回
職
員
研
究
交
流
集
会
の
開
催
（
２
０
２
１
年
）
は
、
１
月

の
幹
事
会
で
開
催
の
有
無
を
確
認
。 

⑤
全
国
の
福
祉
介
護
・
関
係
者
団
体
と
の
共
同
行
動
へ
の
参
加
な
ど 

９
月
９
日
の
幹
事
会
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会

議
）
で
、
川
岳
福
祉
会
の
光
永
理
事
長

か
ら
、
豪
雨
災
害
の
経
過
と
現
状
に
つ

い
て
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。 

 

以
下
、
光
永
了
円.

理
事
長
の
報
告

（
概
要
）
で
す
。 

 

７
月
４
日
か
ら
の
豪
雨
で
、
法
人
が

経
営
す
る
一
灯
苑
と
か
わ
た
け
保
育

園
が
球
磨
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸
水
と

橋
の
流
出
に
よ
り
完
全
孤
立
、
５
日
間

は
、
夜
勤
も
含
め
６
人
体
制
で
過
ご
し

ま
し
た
。
停
電
・
断
水
も
あ
り
入
居
者

は
一
時
避
難
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
水
質

検
査
で
３
３
０
万
円
）
も
Ｏ
Ｋ
と
な
り

８
月
２
１
日
、
４
６
日
ぶ
り
に
入
居
者

も
帰
苑
で
き
ま
し
た
。 

 

職
員
の
自
宅
も
浸
水
等
の
被
害
、
橋

の
流
失
で
出
勤
で
き
な
い
職
員
も
い

る
中
で
、
職
員
と
の
意
思
統
一
を
重
視

し
手
書
き
の
「
速
報
」
を.

出
し
た
。
現

在
は
、
復
興
に
向
け
、
「
毎
日
が
月
曜

日
」
の
気
持
で
す
。
ま
た
、
一
灯
苑
が

坂
本
町
の
復
興
の
拠
点
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。 

 

地
震
に
よ
る
被
災
も
あ
り
２
度
目

で
す
が
、
２
１
・
老
福
連
の
迅
速
な
支

援
に
は
、
た
だ
た
だ
感
謝
で
す
。
同
じ

熊
本
県
内
の
た
く
ま
の
里
の
作
取
施

設
長
に
は
何
度
も
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
２
１
・
老
福
連
事
務
局
と
連
携

し
て
支
援
物
資
等
の
対
応
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

作
取
施
設
長
か
ら
熊
本
地
震
で
８

割
の
職
員
が
退
職
し
た
と
聞
き
、
早
々

に
「
速
報
」
を
出
し
連
携
を
重
視
し
、

全
職
員
で
困
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と

努
力
し
て
き
ま
し
た
、
２
１
・
老
福
連

か
ら
の
カ
ン
パ
は
全
職
員
に
慰
労
金

と
し
て
１
万
円
、
自
宅
が
浸
水
し
た
職

員
に
は
見
舞
金
と
し
て
５
万
円
を
お

渡
し
、
職
員
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
ま
し

た
。 復

興
ま
で
は
時
間
を
要
し
ま
す
が
、

今
回
の
取
り
組
み
を
次
に
生
か
す
た

め
に
ま
と
め
の
作
業
も
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 
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▼「21・老福連」 電話 06-6107-1325 Fax 06-6170-1355 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
で
き
る 

「
福
祉
施
設
・
介
護
事
業
所
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
（
要
望
書
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
要
望
書
を
４
月
３
０
日
に
政
府
あ
て
に
提
出
し

て
き
ま
し
た
が
、
第
２
次
の
要
望
書
を
提
出
し
、
介
護
・
福
祉
関
係
団
体
と
厚
生
労
働
省
交
渉
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
間
の
主
な
活
動 

・
８
月
２
８
日 

老
福
連
③
事
務
局
会
議
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
） 

・
９
月 

９
日 

第
２
回
幹
事
会
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
） 

・
９
月
３
０
日 

老
福
連
④
事
務
局
会
議
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
） 

主
な
予
定 

・
１
０
月
１
４
日 

権
利
と
し
て
の
福
祉
を
守
る
関
係
団
体
集
会 

 

● 

事
務
局
よ
り
お
願
い 

・
国
に
向
け
、
新
し
い
福
祉
関
係
団
体
と
の
共
同
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
政

府
と
の
交
渉
や
集
会
な
ど
は
、
２
１
・
老
福
連
の
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

２
０
２
０
年
８
月
１
７
日
時
点
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
は
、
全
国
で
９
４
３
件
、
う
ち
、
福
祉

施
設
は
１
５
７
件
（
１
６
．
６
％
）
と
、
厚

労
省
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班
が
発
表
し
ま

し
た
。
う
ち
、
高
齢
者
施
設
は
１
０
１
件
と
、

福
祉
施
設
の
６
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

福
祉
施
設
の
こ
う
し
た
ク
ラ
ス
タ
ー
発

生
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
て
か

ら
、
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。 

感
染
症
罹
患
の
危
険
が
長
期
化
す
る
中

に
あ
っ
て
も
、
福
祉
施
設
を
は
じ
め
、
医
療
、

学
校
な
ど
、
国
民
の
基
本
的
な
生
活
を
支
え

る
た
め
に
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
重
要

な
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
・
存
続
さ
せ
、

機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
相
応
し
い

施
策
が
必
要
で
す
。 

記 

一 

第
１
２
報
に
か
か
る
臨
時
的
な
取
り

扱
い
は
撤
回
し
た
う
え
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
係
る
事
業
所
の
体
制
整
備
や
支

援
は
、
す
べ
て
公
費
で
対
応
し
て
く
だ
さ

い
。 

二 

福
祉
施
設
な
ど
で
働
く
職
員
が
速
や

か
に
検
査
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
確
立
し

て
く
だ
さ
い
。
福
祉
施
設
な
ど
で
の
ク
ラ
ス

タ
ー
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
職
員
か
ら
利
用
者

へ
の
感
染
を
最
大
限
防
止
す
る
対
策
が
必

要
で
す
。
職
員
が
体
調
の
異
常
を
感
じ
た

時
・
感
染
が
疑
わ
れ
る
時
に
は
、
速
や
か
に

公
費
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
ら
れ
る

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

 

三 

高
い
感
染
リ
ス
ク
の
中
で
働
く
職
員

に
あ
っ
て
は
、
継
続
的
な
特
別
手
当
を
支
給

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
財
源
は
一
般

財
源
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

四 

コ
ロ
ナ
禍
や
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に

あ
っ
て
は
、
当
面
全
て
の
社
会
福
祉
・
介
護

保
険
事
業
所
に
対
し
、
前
年
同
月
の
収
入
補

償
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
所
に
お
け
る
固

定
経
費
（
人
件
費
・
一
般
管
理
費
等
）
を
安

定
し
て
賄
え
る
よ
う
、
抜
本
的
な
報
酬
制
度

の
見
直
し
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 


